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リリース内容サマリ

◼ (1) 走行データ：速度グラフの拡大

◼ (2) 走行データ：速度グラフ上でのマウス操作の
挙動を改善

◼ (3) 走行データ：停車位置の番号表示を改善

◼ (4) エリア：拠点の表示／非表示の設定を追加

◼ (5) エリア：すべての拠点が地図上に表示される
ように自動調整する設定を追加

◼ (6) エリア：地図の表示領域を拡大

◼ (補足) ヒートマップ機能の廃止
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(1) 走行データ：走行データ：速度グラフの拡大
<1/2>
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◼ 課題 (要望)
⚫ 走行データの速度グラフにて、速度の推移を細かく確認したい。

◼ 改善点 (対応内容)
⚫ 速度グラフにて、ドラッグ操作で指定した範囲を拡大表示することができるようにな

りました。

⚫ これにより速度の推移をより細かく確認することができるようになります。

速度グラフ上の範囲をド
ラッグすると、その範囲
が拡大されます

範囲を拡大した後に、グラフ上
をクリックすると、初期状態に
縮小されます

* 次のページに関連機
能を記載しております



(1) 走行データ：走行データ：速度グラフの拡大
<2/2>
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表示する範囲をスライド

速度グラフを拡大した状態で、紫色のス
ライド バーを左右にドラッグすることで、
表示を拡大したままの状態で、表示範囲
を動かすことができます



(2) 走行データ：速度グラフ上でのマウス操作の挙動
を改善
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車両のアイコンをドラッグすると、地図上
の車両位置が連動して移動します

◼ 課題 (要望)
⚫ 速度グラフ上でマウスを動かしたときに、地図上の車両位置を示すカーソルも連動し

て動いてしまう。

◼ 改善点 (対応内容)
⚫ 速度グラフ上で車両のアイコンをドラックして左右に動かすと、地図上の車両位置を

示すカーソルが連動して動くように変更しました。

⚫ これにより意図せず速度グラフ上でマウスを動かしても、地図上の車両位置を示す
カーソルが動くことがなくなります。



(3) 走行データ：停車位置の番号表示を改善
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停車位置の番号表示が重なっている

◼ 課題 (要望)
⚫ 同じ場所に、複数回 停車した場合に、地図上の番号が重なって表示されて見えずらい。

◼ 改善点 (対応内容)
⚫ 速度グラフ上の番号に連動して、地図上の番号の重なりが変わるように変更しました。

車両のアイコンをドラッグすると、停車位
置の番号に合わせて、地図上の番号表示の
重なりが変わります



(4) エリア：拠点の表示／非表示の設定を追加
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[表示設定] をクリックして、
[拠点表示] のチェックをオフに
することで、エリア画面での拠
点を非表示に切り替えることが
できます

チェック オン (拠点を表示)

◼ 課題 (要望)
⚫ 登録した拠点を表示と非表示で切り替えたい。

◼ 改善点 (対応内容)
⚫ エリア画面で、拠点を表示／非表示に切り替える設定を追加しました。

チェック オフ (拠点を非表示)



(5) エリア：すべての拠点が地図上に表示されるよう
に自動調整する設定を追加 <1/2>
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すべての拠点が地図の表示
範囲に含まれるように初期
表示を自動調整します

* 表示方法の設定は次のページ
に記載しております

◼ 課題 (要望)
⚫ 登録した拠点が地図上にすべて表示されないことがある。

⚫ すべての拠点が表示されるように表示範囲を自動で調整してもらいたい。

◼ 改善点 (対応内容)
⚫ エリア画面の初期表示で、すべての拠点が地図上に表示される設定を追加しました。

⚫ これにより中心地点や表示倍率を手動で調整することなく、すべての拠点が地図上に
表示されます。



(5) エリア：すべての拠点が地図上に表示されるよう
に自動調整する設定を追加 <2/2>
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エリアに表示する拠点を登録しているルートにて、「すべての拠点が収ま
るよう調整する」を選択します。

① [ルート] メニューからルートを開きます
② [エリア] タブをクリックして、対象のエリアの
編集ボタン (ペンのアイコン) をクリックします

1

2

3

4

③ [地図表示範囲] セクションにて、拠点の表示方法を設定して
[OK] ボタンをクリックします
・「すべての拠点が収まるよう調整する」

└→ すべての拠点が表示されるように、初期表示の範囲を
自動調整したい場合に選択します

・「このルートを保存する時の状態で固定する」
└→ ルート画面の地図表示範囲と同じように、エリア画面を

表示したい場合に選択します
・「変更しない」

└→ 中心地点や表示倍率を手動設定しており、その設定を
維持したい場合に選択します

④ [保存] ボタンをクリックします



(6) エリア：地図の表示領域を拡大 <1/7>
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地図が大きく表示されるよう
にレイアウトを改善

地図と稼働率レポートの表示
切り替えはボタンもしくは画
面の縦スクロールで切り替え
ることができます

◼ 課題 (要望)
⚫ エリア画面の地図の表示領域を大きくしたい。

◼ 改善点 (対応内容)
⚫ エリア画面の余白を減らして、地図と稼働率レポートが大きく表示されるように画面

レイアウトを改善しました。

変更前 変更後

余白



(6) エリア：地図の表示領域を拡大 <2/7>
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稼働率レポートも表が大きく
表示されるようにレイアウト
を改善

表示テーマ Classic でご利用のお客様へ
地図の表示領域を拡大するために、

次のページにご案内する操作を

行ってください。

表示テーマ LEX でご利用の

お客様は、操作は不要となります。

Classic ユーザの場合
Cariot の画面 左上の表示が左記である
場合は Classic の表示テーマとなります。

LEX ユーザの場合
Cariot の画面 左上の表示が左記である
場合は LEX の表示テーマとなります。



(6) エリア：地図の表示領域を拡大 <3/7>
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操作手順：Classic でご利用のお客様のみの操作となります。
[エリア] オブジェクトの [エリアレイアウト] から、[リアルタイムモニタ] と [稼働
率レポート] のセクションを削除します。

①
画面 右上の [設定] をクリックします。

②
クイック検索ボックスに「オブジェク
ト」と入力して検索します。

③
[作成] セクションの配下にある [オブ
ジェクト] をクリックします。



(6) エリア：地図の表示領域を拡大 <4/7>
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操作手順：Classic でご利用のお客様のみの操作となります。

④
[エリア] をクリックします。

⑤
[ページレイアウト] セクションにて、[エリア
レイアウト] の [編集] をクリックします。



(6) エリア：地図の表示領域を拡大 <5/7>
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操作手順：Classic でご利用のお客様のみの操作となります。

⑥
[リアルタイムモニタ] セクション
の右端にある [セクションを削除]
ボタンをクリックします。



(6) エリア：地図の表示領域を拡大 <6/7>
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操作手順：Classic でご利用のお客様のみの操作となります。

⑦
同様に [稼働率レポート] セクショ
ンの右端にある [セクションを削
除] ボタンをクリックします。



(6) エリア：地図の表示領域を拡大 <7/7>
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操作手順：Classic でご利用のお客様のみの操作となります。

⑧
[保存] ボタンをクリックします。
操作は以上となります。



Cariot Ver2.27 のインストール方法
<1/2>：Ver.2.21 以前をご利用のお客様
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Cariot Ver2.21 および Ver2.21 以前のバージョンをご利用
の場合は、初めに Cariot Ver2.21.1 にアップグレードして
から、その後に Cariot Ver2.27 にアップグレードを行って
ください。

https://cariot.atlassian.net/wiki/spaces/CAR/pages/1867800/20

ステップ 1. ：Cariot Ver2.21.1 にアップグレード
https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t0K000001VJDI

ステップ 2. ：Cariot 最新バージョンにアップグレード
https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t0K000001RtFA

1

上記の URL をクリックするとインストールが始まります。

1. [すべてのユーザのインストール] をクリックします。

2. [アップグレード] ボタンをクリックします。

この操作をステップ 1. とステップ 2. で行います。

2

https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t0K000001VJDI
https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t0K000001RtFA


Cariot Ver2.27 のインストール方法
<2/2>：Ver.2.22 以降をご利用のお客様
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以下のページからインストールを行ってください。
https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t0K000001RtFA

現在の Cariot バージョン

これからインストールし
ようとしている Cariot
バージョン

1

2

1. [すべてのユーザのイ
ンストール] をクリック
します。

2. [アップグレード] ボタ
ンをクリックします。

Cariot Ver2.21 および
Ver2.21 以前のバージョン
をご利用の場合は、初めに
Cariot Ver2.21.1 にアップ
グレードしてから、その後
に Cariot Ver2.27 にアップ
グレードを行ってください。

https://cariot.atlassian.net/wik
i/spaces/CAR/pages/1867800/2
0

注意事項

https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04t0K000001RtFA
https://cariot.atlassian.net/wiki/spaces/CAR/pages/1867800/20
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Cariot のアップグレードが失敗する場合の
対応方法

パッケージ "CariotCore 2.15" のインストール要求は正常に処理されませんでした。salesforce.com 組織内のデータまたは設定情報への影響はありません。

インストールが何度も失敗する場合、通常の方法で Salesforce CRM カスタマーサポートにお問い合わせいただき、次の情報をお知らせください。

組織: Cariotフレクト実車セールス環境 (00D280000014TC0) 
ユーザ: セールスLEX フレクト (0050I000008A0Ut) 
パッケージ: CariotCore (04t0K000001AASR) 
エラー番号: 742989889-765085 (658179458) 
問題: 
1. (LightningDeviceRecordPage) Component [force:relatedListSingleContainer] attribute [relatedListApiName]: Could not find related list 
[ActivityHistories] for entity [Cariot__Device__c] LightningDeviceRecordPage: Component [force:relatedListSingleContainer] attribute 
[relatedListApiName]: Could not find related list [ActivityHistories] for entity [Cariot__Device__c]

以下のようなメッセージが表示されて Cariot のアップグレードが失敗
する場合は、「Cariot_アップグレードが失敗する場合の対応方法」の
操作をお試しいただき、デバイス オブジェクトの [活動を許可] チェッ
ク ボックスをオンにした後に、再度 Cariot のアップグレードを実行し
てください。

「Cariot_アップグレードが失敗する場合の対応方法」
https://cariot.atlassian.net/wiki/spaces/CWMLEX/pages/290652377/Cariot?preview=/290652377/617971713/Cariot_%E3%82%A2
%E3%83%83%E3%83%97%E3%82%B0%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8C%E5%A4%B1%E6%95%97%E3
%81%99%E3%82%8B%E5%A0%B4%E5%90%88%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E6%96%B9%E6%B3%95.pdf

https://cariot.atlassian.net/wiki/spaces/CWMLEX/pages/290652377/Cariot?preview=/290652377/617971713/Cariot_%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97%E3%82%B0%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8C%E5%A4%B1%E6%95%97%E3%81%99%E3%82%8B%E5%A0%B4%E5%90%88%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E6%96%B9%E6%B3%95.pdf
https://cariot.atlassian.net/wiki/spaces/CWMLEX/pages/290652377/Cariot?preview=/290652377/617971713/Cariot_%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97%E3%82%B0%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%8C%E5%A4%B1%E6%95%97%E3%81%99%E3%82%8B%E5%A0%B4%E5%90%88%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E6%96%B9%E6%B3%95.pdf


(補足) ヒートマップ機能の廃止 <1/12>
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2019/8/30 からヒートマップ機能を廃止しております。この廃止に伴い
まして、車両のレイアウトなどからヒートマップに関連するコンポーネン
トを削除しております。

今後はヒートマップの代替として、駐車イベントマップをご利用ください。

駐車イベントの詳細につきましては、以下オンライン マニュアル「補足資
料16: 車両が駐車している場所を特定」の操作手順 2. をご参照ください。
LEX ユーザの場合

Cariot の画面 左上の表示が左記である
場合は LEX の表示テーマとなります。

https://cariot.atlassian.net/wiki/spaces/CWM
LEX/pages/621314049/16

Classic ユーザの場合
Cariot の画面 左上の表示が左記である
場合は Classic の表示テーマとなります。

https://cariot.atlassian.net/wiki/spaces/CAR/
pages/621051918/16

緑マル：
1 件の駐車イベントが発生

数値付き：
複数件の駐車イベントが発生
クリックすると地図がズームされて、発生
場所の詳細を確認できます。

< 駐車イベントマップ >

https://cariot.atlassian.net/wiki/spaces/CWMLEX/pages/621314049/16
https://cariot.atlassian.net/wiki/spaces/CAR/pages/621051918/16


(補足) ヒートマップ機能の廃止 <2/12>
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手動設定作業のお願い
ヒートマップ機能の廃止に伴い、Cariot 画面からヒートマップ機能を表示しない設
定に変更することをお勧めします。

設定を変更しない場合でも、2019/08/30 以降、ヒートマップ機能の画面は表示さ
れますが、データが表示されない状態となります。

2019/08/30 以降は、地図は表示
されますが、ヒートマップのデー
タが表示されない状態となります。

LEX ユーザの場合
Cariot の画面 左上の表示が左記である
場合は LEX の表示テーマとなります。

本ドキュメントの 22 ページから 26 ページをご
確認ください。

Classic ユーザの場合
Cariot の画面 左上の表示が左記である
場合は Classic の表示テーマとなります。

本ドキュメントの 27 ページから 31 ページをご
確認ください。



(補足) ヒートマップ機能の廃止 <3/12>
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手動設定手順
< 表示テーマ Lightning Experience (LEX) でご利用のお客様 >

⚫ [車両] オブジェクトの検索レイアウトのリストビューから、[ヒートマップ] ボタンを取
り除きます。

①
画面 右上の歯車のアイコンをクリックし、表示
されたメニューから [設定] をクリックします。

②
画面 上部の [オブジェクト マネー
ジャ] をクリックします。



(補足) ヒートマップ機能の廃止 <4/12>
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④
[車両] をクリックします。

手動設定手順
< 表示テーマ Lightning Experience (LEX) でご利用のお客様 >

③
クイック検索ボックスに「車
両」と入力して検索します。



(補足) ヒートマップ機能の廃止 <5/12>
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⑤
[検索レイアウト] をクリックします。

手動設定手順
< 表示テーマ Lightning Experience (LEX) でご利用のお客様 >



(補足) ヒートマップ機能の廃止 <6/12>
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⑥
[リストビュー] の右端の [▼] をクリックし、
[編集] をクリックします。

手動設定手順
< 表示テーマ Lightning Experience (LEX) でご利用のお客様 >



(補足) ヒートマップ機能の廃止 <7/12>
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⑦
[ヒートマップ] をクリックします。

⑧
[◀] をクリックして削除します。

⑨
[保存] ボタンをクリックします。
操作は以上となります。

手動設定手順
< 表示テーマ Lightning Experience (LEX) でご利用のお客様 >



(補足) ヒートマップ機能の廃止 <8/12>
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①
ヘッダのアイコンから、「設定」を選択

②
クイック検索ボックスに「オブジェクト」と入力して検索します。

③
[作成] セクションの配下にある [オブジェクト] をクリックします。

手動設定手順
< 表示テーマ Classic でご利用のお客様 >

⚫ [車両] オブジェクトの検索レイアウトのリストビューから、[ヒートマップ] ボタンを取
り除きます。

⚫ [車両] オブジェクトの車両ページレイアウトから、[ヒートマップ] セクションを取り除
きます。



(補足) ヒートマップ機能の廃止 <9/12>
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④
一覧から [車両] をクリックします。

手動設定手順
< 表示テーマ Classic でご利用のお客様 >



(補足) ヒートマップ機能の廃止 <10/12>
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⑤
[検索レイアウト] セクションにて、
[車両 リストビュー] の [編集] を
クリックします。

手動設定手順
< 表示テーマ Classic でご利用のお客様 >



(補足) ヒートマップ機能の廃止 <11/12>
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手動設定手順
< 表示テーマ Classic でご利用のお客様 >

⑥
[ヒートマップ] をクリックします。

⑦
[◀] をクリックして削除します。

⑧
[保存] ボタンをクリックします。



(補足) ヒートマップ機能の廃止 <12/12>
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⑨
[ページレイアウト] セクションにて、
[車両レイアウト] の [編集] をクリックします。

⑪
[保存] ボタンをクリックします。
操作は以上となります。

手動設定手順
< 表示テーマ Classic でご利用のお客様 >

⑩
[ヒートマップ] セクションの右端にある
[セクションを削除] ボタンをクリックします。


